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	未曾有の被害をもたらした東日本大震災から、１年が過ぎました。
被害にあわれた多くの皆さんに、あらためて心よりお見舞い申し上げます。

これまで自治労は、災害支援カンパの取り組みとともに、積極的に復興支援活動にかかわり、昨年４月10日からの３カ月間で全国各地から2,700人を３県に派遣し、そのうち北海道道本部は、岩手県・宮古市と山田町に150人を派遣してきました。

自治体職員の復興支援活動は、自治体からの派遣やボランティア活動として、今日なお続けられています。ご協力いただいた多くの皆さんに、心から敬意と感謝を申し上げます。

しかし、１年が経過したとはいえ、被災者や遺族の皆さんの心の痛みはいまだ癒えず、
	
	
	復興への道程も緒に就いたにすぎません。

また、福島第１原発事故の発生で、故郷を去らなければならなくなった多くの人々がいることも忘れてはなりません。
私たちは、いつの日か、被災者や遺族の皆さんが「生きてきて良かった」と笑って振り返ることができる日が来ることを信じて、これ以降も自分たちがなし得るすべての支援活動を続けていきたいと思います。

全国の仲間とともに励まし合い、助け合いながら、復興と再生への道程を踏みしめていきましょう！

2013年3月11日
自治労北海道本部

執行委員長　 山　上 　潔
【自治労北海道本部ホームページから】
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	連合北海道は３月８日、札幌市民ホールで2012春季生活闘争勝利！全道総決起集会を開き、1800人が結集しました。
工藤会長は、「連合はデフレスパイラルの悪循環からの脱却を掲げている。配分の歪みの是正、子育て、非正規労働者の処遇改善など将来不安の解消が不可欠。人件費削減しか言わない経営側を厳しく批判し、持続可能な企業の成長に繋げるためには『人材』が唯一の道。適正な配分は自らその付加価値を生み
	
	
	出す源泉で、『人や労働』はコストではない。人への投資は次の未来を創りだす『礎』だ」と訴えました。

　単産からは、ツルハ労組、フード連合などからたたかう決意表明がありました。
第一の山場を大手組合を中心に３月12日の週、中小組合は３月31日～４月６日を集中回答ゾーンとして設定し、集中決戦方式でたたかいぬくことが確認されています。
【自治労北海道本部ホームページから】

	
　　　　

　　　


第１回定例道議会開催        　　2012.3.6

	第１回定例道議会が開催され、冒頭、北海道エアーシステム（HAC）の経営問題が大いなる議論を呈しているところ。いずれにしても道（筆頭株主）の対応は泊原発・道財政再建問題等々、北海道の重要課題が眼前にあるにもかかわらず、知事には緊張感がみられなく、又道庁職員等の知事への不信感も随所でみられることは道民にとって極めて不幸なことと言わざるを得ません。
さて本日は、公立高校の「入試の日」、「15の春」への挑戦。私も遠いあの日を思い出しているところです。
新生「美幌高校」の第１回卒業式が３月１
	
	
	日に行われました。私は、なんとしても出席しようと思っていたのですが、道議会開催中でもあり残念ながら出席することが出来ませんでした。
　昨年の「美幌農業高校」最後の卒業式では母への感謝の言葉で大いに感激を与えてもらったが、あの卒業生や彼のお母さんは元気で頑張っているのだろうか。
　いずれにしても若い人の夢や目標を実現する為、私達、政治にたずさわるものとしてより一層の努力が必要と改めて思いを強くしているところです。
【北海道議会議員 日下太朗 ＨＰから】

	





	11日の北見集会には山田委員長と地方本部青年部書記長の石川佳廉さんが参加、街頭署名も取り組み市民に協力を呼びかけました。

福島第一原発の事故は、原子炉内の燃料の溶融（メルトダウン）や原子炉貫通、水素爆発にまで至り、今なお放射性物質を周辺地域に拡散し続けています。高濃度の汚染水を浄化するための装置もトラブル続きで十分に機能していません。計画的避難区域とされる半径20km圏外の地域においてもホットスポットが多数確認されていることから、放射能による汚染は確実に進んでいるといえます。
一方、北電・泊原発３号機は、来年春にもプルトニウムとウランの混合燃料を使うプルーサーマル発電を開始しようとしています。北電・泊原発で事故が発生した場合、放射性物質によって北海道全域が汚染されることが予想されます。
	
	
	
現地での懸命な作業の一方で、放射能への不安は広がりを見せています。今以上に核のリスクを背負うことはできません。未来を生きる子どもたちへの大人の責任として、この「恐怖」を未来に残してはなりません。


































































































































































































１．泊原発３号機における「プルサーマル計画」の撤回を求めます。





２．泊原発１～３号機の将来的な廃炉をめざし、段階的な運転停止を求めます。





３．北海道から20km圏内にある大間原発の運転中止を求めます。





４．省エネルギー・自然エネルギーを中心に据えたエネルギー政策への転換を早期に始めることを求めます。











ONE FOR ALL ，ALL FOR ONE
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津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


